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Process

Outcome

Structure  指標の意義
・他施設の状況知り比較することで、職員のリスク意識を高め、安全管理をすすめる。

  指標の計算式、分母・分子の解釈

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷からの
血液曝露事例件数分母

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法 職員・患者問わず

  考察
最小値 0.00　25％値 0.25　中央値 0.52　75％値 0.98　最大値 1.83
回答病院　74

　血液曝露事例の数は医療行為数と相関する。従って、件数を述べ入院数で除した値の中間値を比較すると、2015年
は0.50、2916年は0.52、と減少傾向がみられる。
　器具による損傷からの血液曝露は、近年、安全装置付き器具が普及して来ており、これらの普及率をプロセス指標と
して捉える必要がある。また、曝露事例の報告調査から原因を捉え、手順の順守状況を知る必要がある。

  改善事例
・�マニュアルを整備した。
・�「特徴的な事例」については、必要により適時関係者へ情報提供している。
・�原因追及のため、院内ラウンドを開始した。
・��感染対策委員会・看護部感染対策チーム会議で毎月報告している。セーフティ機能付きペン型インスリン針を導入し

た。血液培養用のセーフティホルダーを導入した。
・�毎月針刺し事故が何件あり何故起こったか、取り組みが必要なことを全職員に知らせている。
・�針刺し0を目指して感染症の学習会を開催した。
・�衛生委員会で事例の詳細を報告し、続発する月はニュースを発行している。

注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の
損傷からの血液曝露事例件数12



115

指標 12 Outcome注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷からの血液曝露事例件数
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